	第２回法人研修告書　　　　　　　　　　　　　　　報告者：平千春・三浦育子

	講義内容：「医療倫理学について」　　　　　　講師：江刺家　幸枝I.O.O.　

	日　　時：平成18年8月3日（木）、8月４日（金）17：30～18：30

	場　　所：メモリアルホール

	内　　容：①倫理とは

　　　　　②倫理綱領とは

倫理綱領とはあくまでスローガンであり、高らかに志を謳いあげ、仰ぎ見るリネンのありかを指し示している。

　　　　　③医療倫理はスローガンではない

　　　　　　　　　　　医療倫理というのは取り組まれるべき問題であり、課題である。決して応えの束ではない。私達自信が考え、対話を通して考えを練り上げて行かなくてはならない。

　　　　　④ケース１：

　　　　　⑤ケース２

⑥ケース３

⑦ケース４

⑧ケース５

⑨ケース６

⑩ケース７

⑪ケース８

⑫ケース９

⑬さて・・・

　　それぞれのケースにいての意見交換

⑭結局は

　　患者にとって最善の利益が何なのかを誤りなく確実に見定める事、基礎つけることは限りなく難しく、倫理学者も法学者も、誰もまだなしえていない。それは人間の成しうることの限界を超えているからである。色々なケースについて、まず本人の訴えを聞いた上で私達は、真剣に様々な角度から検証し、カンファレンスし、今最も最善であると思われる行動をとることしか出来ない。

⑮何はともあれ

　　医療倫理学は難しい。簡単に答えが出るようなものは一つもない。せめて出来るのは、私達が常に考え続けることくらいである。

・アンケート結果：参加者　204名（参加率　83％）

　　　　　　　　アンケート提出者　204名（回収率　100％）



	反省点及び考察

・　事前に出欠をWIZに入力する形式にしていたが、入力しないで来場される方や、勤務状況を表記しない方もいた。研修の都度、入力を徹底していただくよう呼びかける。

・　入場時、前につめて座って頂く様説明するも、後ろの方に座る傾向がある。

· 研修の掲示等が遅れている為、早めに企画書作成に取り掛かり、掲示する必要がある。




